
（
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
帳
簿
の
作
成
と
保
存
）

（
帳
簿
の
作
成
と
保
存
）

第
四
十
九
条

指
定
登
録
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
区
分
ご
と
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作

成
し
、
登
録
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条

指
定
登
録
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
区
分
ご
と
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作

成
し
、
登
録
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

各
月
に
お
け
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
九
条
第
二
項
の
報
告
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
そ
の
業
務
を
廃
止

し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
前
条
の
報
告
の
件
数

三

各
月
に
お
け
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
九
条
の
報
告
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
そ
の
業
務
を
廃
止
し
、
又

は
死
亡
し
た
場
合
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
前
条
の
報
告
の
件
数

四

（
略
）

四

（
略
）

（
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
社
会
福
祉
士
の
養
成
施
設
の
指
定
基
準
）

（
社
会
福
祉
士
の
養
成
施
設
の
指
定
基
準
）

第
三
条

法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
養
成
施
設
（
別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
士
短
期

養
成
施
設
」
と
い
う
。）に
係
る
令
第
二
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
養
成
施
設
（
別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
士
短
期

養
成
施
設
」
と
い
う
。）に
係
る
令
第
二
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

昼
間
課
程
及
び
夜
間
課
程
に
係
る
基
準

一

昼
間
課
程
及
び
夜
間
課
程
に
係
る
基
準

イ

入
所
の
資
格
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

入
所
の
資
格
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
法
第
七
条
第

二
号
に
規
定
す
る
基
礎
科
目
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
礎
科
目
」
と
い
う
。）を
修
め
て
卒
業
し
た

者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二

年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
法
第
七
条
第

二
号
に
規
定
す
る
基
礎
科
目
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
礎
科
目
」
と
い
う
。）を
修
め
て
卒
業
し
た

者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二

年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
（
修
業
年
限
が
三
年
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
同
法
に
基
づ
く
専
門

職
大
学
の
三
年
の
前
期
課
程
を
含
む
。）に
お
い
て
基
礎
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
同
法
に
基
づ
く

専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、
修
了
し
た
者
）（
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
科
又
は
通
信

に
よ
る
教
育
を
行
う
学
科
を
卒
業
し
又
は
修
了
し
た
者
を
除
く
。）そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
五
項
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
法
第
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
指
定
施
設

（
以
下
「
指
定
施
設
」
と
い
う
。）に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
（
修
業
年
限
が
三
年
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
同
法
に
基
づ
く
専
門

職
大
学
の
三
年
の
前
期
課
程
を
含
む
。）に
お
い
て
基
礎
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
同
法
に
基
づ
く

専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、
修
了
し
た
者
）（
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
科
又
は
通
信

に
よ
る
教
育
を
行
う
学
科
を
卒
業
し
又
は
修
了
し
た
者
を
除
く
。）そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
施
行
規
則
第
一
条
の
二
第
五
項
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
法
第
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
指
定
施
設

（
以
下
「
指
定
施
設
」
と
い
う
。）に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。た
だ
し
、

第
十
一
条
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
様
式
第
十
一
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。）の
規
定
及
び
次
条
第
三
項
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
（
同
令
第
四
十
二
条
の
次
に
次
の

二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
様
式
第
八
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
四
条
並
び
に
附
則
第
四
条
及
び
第
六
条
の
規
定
は
同
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
十
条
の
規
定
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）第
三
十
条
第
六
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）

の
施
行
前
に
行
わ
れ
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
係
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
受
験
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
様
式
第
十
一
号
に
か
か
わ
ら
ず
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


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